
所得段階 対　　　　　象　　　　　者 算出方法 年額保険料

　高齢化に伴う介護費用の増加を見据え、所得に応じた保険料負担のしくみを強化し、低所得者の介護保険料上昇を抑制するため、
保険料段階が細分化されました。

第９段階
本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が３２０万円以上４２０万円
未満の方

基準額×1.7 １２４，４４０円

第７段階
本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が１２０万円以上２１０万円
未満の方

基準額×1.3 ９５，１６０円

第８段階
本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が２１０万円以上３２０万円
未満の方

基準額×1.5 １０９，８００円

第５段階
本人が市民税非課税（世帯に課税者がいる）で、前年の課税年金収入
額と合計所得金額の合計が８０万円を超えている方

基  準  額

第１１段階
本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が５２０万円以上６２０万円
未満の方

基準額×2.1 １５３，７２０円

第１０段階
本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が４２０万円以上５２０万円
未満の方

基準額×1.9 １３９，０８０円

第１３段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が７２０万円以上の方 基準額×2.4 １７５，６８０円

第１２段階
本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が６２０万円以上７２０万円
未満の方

基準額×2.3 １６８，３６０円

７３，２００円

第６段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が１２０万円未満の方 基準額×1.2 ８７，８４０円

第３段階
世帯全員が市民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額
の合計が１２０万円を超えている方

基準額×0.685 ５０，１４２円

第４段階
本人が市民税非課税（世帯に課税者がいる）で、前年の課税年金収入
額と合計所得金額の合計が８０万円以下の方

基準額×0.9 ６５，８８０円

第２段階
世帯全員が市民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額
の合計が８０万円を超え１２０万円以下の方

基準額×0.485 ３５，５０２円

第１段階

・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者であって世帯全員が市民税非課税の方

基準額×0.285 ２０，８６２円

世帯全員が市民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額
の合計が８０万円以下の方

※第１段階から第５段階の「合計所得金額」とは、合計所得金額から年金収入に係る所得金額を差し引いた金額となります。

※第６段階以上の、給与所得または公的年金等に係る所得がある場合にこれらの所得から１０万円を控除する特例措置は、令和６年度

から廃止となりました。第１段階から第５段階の方は引き続き１０万円を控除します。

介護保険料一覧表 介護保険料は３年ごとに見直されます。

令和６年度からは、第９期（令和６～８年度）の介護保険料になりました。


